









― 667 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（工 学） 
学 位 記 番 号  第  ２１５３０  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年８月 31 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            工学研究科電子情報エネルギー工学専攻 
学 位 論 文 名  超高強度レーザー生成高速電子伝搬に及ぼす自己励起電場及び磁場の影 
            響に関する研究 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 田中 和夫 
            （副査） 
            教 授 飯田 敏行  教 授 上田 良夫  教 授 兒玉 了祐 
            教 授 西原 功修  教 授 三間 圀興 

























































って決定される高速電子の放出可能時間幅内において、単位時間当たりの高速電子放出数が Alfven Limit による制限
を受けると述べている。実験で得られている高速電子増大数（1011 個）が、裏面プラズマによる時間発展の遅れの時
間幅（100-150 fs）内の Alfven Current に相当する値であることが示されている。 
 第５章では、高速電子の放出が固体平板ターゲットの面積に依存し得ることを、実験及びシミュレーションの結果







ュレーションでは、二種類のレーザーパルス幅（100 fs と 200 fs）について議論しており、レーザーパルス幅が長く
なるほど、ターゲット寸法の違いに由来する電場強度及びポテンシャルの違いが顕著になることを示している。 
 第６章は結論であり、各章のまとめが箇条書きにて示されている。 
 以上のように、本論文は、レーザー核融合の高速点火手法における高速電子の挙動について、複数の新知見を含み、
相対論領域におけるレーザー・プラズマ相互作用研究の親展に寄与するところ大であり、よって博士論文として価値
あるものと認める。 
